
第２回小淵沢小学校運営協議会 会議記録 
                                                                         
１ 日 時  令和５年１０月２８日（土）  
        ９時４５分～１１時３０分 音楽発表会の自由参観 
       １１時４０分～１２時２０分 話し合い 

 
２ 会 場  小淵沢小学校 体育館（音楽発表会自由参観） 
              多目的ホール（話し合い） 

 
３ 参加者  委員８名（新海様、前島様、水谷様、田中様、依田様、清水様、天池様） 

       学校３名（三枝校長、小松教頭、石川教務主任） 

 

４ 協議項目・結果概要 
（１）学校行事について 
  ○教頭から、おもに本年度の運動会・音楽発表会の実施状況等について、振り返りを

したのち、参観した委員の皆様からご感想やご意見をいただいた。 

・運動会は、できること、やり遂げることに満足感や充実感を感じることができて
いた。それぞれが自分の目標を達成することができたのではないかと感じた。 

・運動会は大変暑かった。開催時期が難しい。コロナが収まっても、あの暑さでは 

一日の開催は難しいと感じた。児童にとっては、時間も短く競技も少ないが、楽 

しんでやっている様子がみられた。 

・運動会も、昨年度までよりも一歩すすんでできることが増え、閉会式など見てい 

ても特に高学年の児童は、達成感のある表情をしている子が多かった。コロナが 

落ち着いて本当によかったと思う。 

・運動会は楽しく安全に気をつけながらできていた。児童の練習の成果もあったと 

思うが、日頃の先生方の指導のおかげとも思った。 

・音楽発表会は、児童が表情豊かに楽しんでいた。保護者も見たいという気持ちが、 

参加人数に表れている。学校と保護者が連携して、学校行事がすすめられている 

ことを感じた。 

・音楽発表会は、久し振りに大勢が介し、ざわつくかと思ったがそれほどなく、緊 

張した児童もいたと思うが、良い経験の場となった。教育という面からも大きな 

成果のある行事ではないかと感じた。 

・他の学年の発表を見ることでそのよさを感じたり、自分達も頑張ろうという気持 

ちにつながっていた。 

・久し振りに子ども達の歌声が聴けて、幸せな気持ちになった。地域のお年寄りな 

ども聴かせることができれば、元気が出るのではないか。地域の方々に聴かせる 

機会がうまく作れないか。聴いている児童もとても楽しそうでよかった。 

・音楽発表会は、昨年度までとは違い思い切り表現できることの嬉しさ、楽しさが 

表情にもみえて、見る方も感動した。 

・こうした行事が、今後も引き続き楽しく安全に行われるように期待している。 

・今後は持続可能な行事が求められていく。感染症などを乗り越え、どの行事も目 

的があってそれを達成することが大事となる。今までと変わらない部分と、新し 

い部分と、メインは子ども達であることが、どの行事にも見ることができてよか 

った。 

 

（２）本年度の指導最重点取組の進捗状況について 
  ○校長及び教務主任から、主に本年度指導重点においてきた自己肯定感を高める取組、 

心の居場所づくりに関わる取組状況（多様性について、朝の学級作りタイム、継続 

の重要性など）について説明、振り返り等を話したのち、委員の皆様からご質問、 

ご意見等をいただいた。 

 



・転入生が増えていることを聞いた。そうした児童にとってはこうした取組はとて 

も有効ではないか。転入生の様子はどうか。 

    ⇒（校長より）思ったよりもすっと馴染んでいる子がほとんどである。ただ、お 

子さんごとに状況は違う。馴染めない子にとってはこうした取組は大事だと思 

うし、生活全体でしっかりとケアしていく必要を感じている。 

・兄弟姉妹で転校してくる子が多いように感じる。そうした子は馴染みやすいので 

はないかと感じる。 

 

（３）学校運営協議会の活動について 

 ○教務主任より、学校教育におけるの支援、ボランティア等のニーズについて、具体 

的に必要な場面、内容をお願いした。 

・各部会ごとに活動がすすめられてきているが、特に今後は学習の部分での支援が 

 増やしていけるとよい。 

・各部会ごとに少しずつ活動がすすめられてきている。今後は学校の要望により応 

 えられるように活動できればよい。 

 

○校長より、令和６年度に向けた予算措置に関わる動き（地域コーディネーター雇用 

の予算化、活動にあわせた市への予算要求等）について話題提供がされた。市の方 

も学運協の取組に関わって、お金の面も含めて、活動推進に向けた動きがみられる 

状況であることが確認された。 

 

（４）各部会にわかれて話し合い、報告 

○学習支援部会より 

   ・読書ボランティアは、予定よりも遅くなったが２学期後半から３学期にかけて活 

動をすすめていく。初めて関わる方もいるので、顔合わせの場を設け、どんな本 

を読めば良いかなど、経験者がアドバイスなどできればよい。 

・５，６年のミシンボランティアなど、早急に声かけを行っていきたい。 

 

○環境整備部会より 

   ・ＰＴＡで増設した花壇の整備を行った。まずはやってみることを優先した。 

・現状少人数での活動なので、今後に向けてボランティアを募りたい。募集方法な 

どどうするか考えたい。 

・今後は、落ち葉の処理など必要か。 

   ・花壇整備は、持続可能な取組にしていくためには、ＰＴＡのほうで、奉仕作業な 

どで整備、管理していくのでよいのではないか。ＰＴＡ会長として申し送りをし 

ていきたい。 

 

○安全健康部会より 

・通学路見守りボランティアの組織が整い、２学期の始業式に、見守りボランティ 

アと児童の顔合わせを行い、活動がスタートしている。 

   ・見守りボランティアが本格的にスタートしたのち、会員の方から色々とご意見等
が出されているので、要望や困りごとなど話をしっかりと聞いていくようにした
い。より学校と連携していく必要も感じている。 

 
（４）その他お知らせ等 
 ○校長より、校舎の改修工事、創立５０周年記念事業についてお知らせ。 
 
５ 次回の予定 
  第３回学校運営協議会 
  ・日時：令和５年２月１６日（金）午後２時００分～３時４０分 
  ・内容：授業参観および学校教育活動の評価について   


